
 
 
 
 

﹇ 
 
 

第
十
七
回 

 

配
信 

 
 
 

﹈ 
   

四 

大
量
殺
人
テ
ロ
と
の
闘
い 

   

大
量
殺
人
テ
ロ
と
の
闘
い
は
、
テ
ロ
に
よ
る
日
本
人
の
犠
牲
者
に
加
え
、
こ
の
闘
い
を
支

援
す
る
為
、
イ
ン
ド
洋
に
自
衛
艦
を
派
遣
し
た
こ
と
か
ら
、
我
が
国
へ
の
影
響
が
極
め
て
大

き
い
と
云
え
ま
す
。 

  

二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
、
米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
聳そ

び

え
る
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
民
間
航
空
機
二
機
に
よ
っ
て
体

当
た
り
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。 

 

崩
壊
す
る
二
棟
の
高
層
ビ
ル
の
様
子
は
、
テ
レ
ビ
画
面
を
通
し
て
、
全
世
界
に
衝
撃
を
与

え
ま
し
た
。 

 

ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
さ
れ
た
民
間
航
空
機
は
、
こ
の
他
に
も
二
機
が
あ
り
、
一
機
は
米
国
防
省

（
ペ
ン
タ
ゴ
ン
）
に
激
突
、
他
の
一
機
は
乗
客
の
抵
抗
に
よ
っ
て
目
的
地
（
ワ
シ
ン
ト
ン
の

連
邦
議
会
）
に
到
達
す
る
前
に
墜
落
し
て
い
ま
し
た
。 

 

約
三
、
〇
〇
〇
名
の
犠
牲
者
に
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
（
当
時
）
は
じ
め
、
米
国
民
の
受
け
た

打
撃
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

こ
の
同
時
多
発
テ
ロ
の
犯
人
が
国
際
テ
ロ
組
織
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

事
が
判
明
す
る
と
、
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
「
自
衛
権
」
を
発
動
し
て
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」
を

宣
言
し
ま
す
。 

 

「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
を
率
い
る
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
が
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
に
潜
伏
し
、
こ
れ
を

匿
か
く
ま

う
「
タ
リ
バ
ー
ン
政
権
」
に
対
し
て
、
武
力
攻
撃
を
決

断
し
た
の
で
す
。 

 

世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
の
崩
壊
で
は
、
日
本
人
二
十
四
名
が
犠
牲
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
小
泉
純
一
郎
首
相
（
当
時
）
は
、
米
国
政
府
の
こ
の
決
断
を
支
持
し
ま
す
。
ま
た
、
米

国
が
加
盟
し
て
い
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、「
集
団
的
自
衛
権
」
を
発
動
し
て
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
攻
撃

へ
の
参
加
を
表
明
し
ま
し
た
。 

  

米
国
は
「
テ
ロ
と
の
闘
い
」
と
の
表
現
を
史
上
初
め
て
使
用
し
ま
し
た
が
、「
テ
ロ
」
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
。 



  

一
般
に
、
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
恐
怖
主
義
、
又
は
、
暴
力
主
義
）
」
は
、
目
的
を
強
制
す
る
手

段
と
し
て
破
壊
的
暴
力
を
容
認
す
る
主
義
だ
と
、
定
義
づ
け
ら
れ
ま
す
。 

 

従
っ
て
、
自
ら
の
主
張
を
貫
徹
す
る
手
段
と
し
て
、
破
壊
的
暴
力
を
実
行
す
る
人
物
は
、「
テ

ロ
リ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
の
で
す
。 

 

テ
ロ
リ
ス
ト
の
標
的
は
、
個
人
を
対
象
と
す
る
「
暗
殺
」
か
ら
、
建
造
物
等
の
「
大
規
模

破
壊
」
ま
で
、
目
的
に
応
じ
て
多
種
多
様
と
云
え
ま
す
。 

  

た
だ
、
こ
こ
で
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、 

  

『 

近
代
国
家
が
国
民
の
社
会
的
規
範
と
し
て
導
入
し
た
「
法
律
」
に
対
し
、
破
壊
的
暴

力
行
為
が
違
法
な
「
犯
罪
」
だ 

』 
  

と
い
う
事
実
で
す
。 

  

戦
後
の
我
が
国
に
お
い
て
も
、
特
に
一
九
七
〇
年
代
、
革
命
思
想
を
暴
発
さ
せ
た
過
激
グ 

ル
ー
プ
に
よ
る
暴
力
・
破
壊
活
動
が
続
発
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
中
の
主
な
も
の
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇
（
数)
は
死
亡
者
数
） 

 
 

一
九
七
〇
年
三
月 

 
 

「
よ
ど
号
」
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件 

（
な
し
） 

＊ 

「
赤
軍
派
」
を
名
乗
る
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
九
名
が
日
航
機
「
よ
ど

号
」
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、
北
朝
鮮
に
亡
命
し
た
事
件
。
人
質
は

無
事
解
放
さ
れ
た
が
、
実
行
犯
の
中
に
は
、
そ
の
後
、
北
朝
鮮
に

よ
る
「
日
本
人
拉
致
」
に
関
与
し
た
者
が
い
る
と
見
ら
れ
る
。 

 
 

一
九
七
二
年
十
二
月 

 

あ
さ
ま
山
荘
事
件 

 
 
 
 
 
 

（
三
名
） 

 
 

一
九
七
四
年
八
月 

 
 

三
菱
重
工
爆
破
事
件 

 
 
 
 
 

（
八
名
） 

 
 

一
九
七
六
年
三
月 

 
 

北
海
道
庁
爆
破
事
件 

 
 
 
 
 

（
二
名
） 

  

こ
の
他
に
、
テ
ロ
グ
ル
ー
プ
の
「
連
合
赤
軍
」
が
生
起
し
た
、
凄
惨

せ
い
さ
ん

な
「
内
ゲ
バ
（
内
部

抗
争
）
」
に
よ
る
大
量
殺
人
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

一
九
七
一
年
十
二
月
〜
七
二
年
一
月 

山
岳
ベ
ー
ス
事
件 

 

（
一
二
名
） 

 
  

こ
れ
ら
の
テ
ロ
活
動
は
、「
よ
ど
号
」
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
を
除
き
、
全
て
「
犯
罪
」
と
し 

て
、
警
察
力
で
封
じ
込
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

稚
拙
な
革
命
思
想
は
、
冷
静
な
日
本
国
民
か
ら
賛
同
を
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
終
息
し
ま
す 



が
日
本
国
内
で
封
じ
込
め
ら
れ
た
暴
力
革
命
思
想
は
、
国
外
に
そ
の
拠
点
を
求
め
、 

  
 

一
九
七
二
年
五
月 

 
 

テ
ル
ア
ビ
ブ
空
港
乱
射
事
件 

 
 
 

（
二
六
名
） 

 
 

一
九
七
五
年
八
月 

 
 

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
事
件 

 
 
 
 

（
な
し
） 

＊ 

在
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
米
国
及
び
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
大
使
館

で
人
質
を
楯
に
日
本
国
内
収
監
中
の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
釈
放
を
要

求
。
日
本
政
府
は
超
法
規
的
措
置
で
テ
ロ
リ
ス
ト
五
名
を
釈
放
。 

 
 

一
九
七
七
年
九
月 

 
 

ダ
ッ
カ
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事
件 

（
な
し
） 

＊ 

ダ
ッ
カ
で
日
航
機
を
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
し
、
日
本
国
内
収
監
中

の
テ
ロ
リ
ス
ト
の
釈
放
を
要
求
。
日
本
政
府
は
超
法
規
的
措
置

で
テ
ロ
リ
ス
ト
六
名
を
釈
放
。 

 
 

を
散
発
的
に
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。 

  

人
質
の
た
め
に
テ
ロ
リ
ス
ト
の
釈
放
要
求
に
応
じ
た
日
本
政
府
の
対
応
は
、
国
外
に
テ
ロ

を
拡
散
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、
先
進
諸
国
か
ら
一
時
非
難
さ
れ
ま
し
た
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
こ
れ
ら
犯
罪
グ
ル
ー
プ
（
「
日
本
赤
軍
」
を
名
乗
る
）
の
首
謀 

者
の
多
く
が
逮
捕
、
又
は
、
国
際
指
名
手
配
さ
れ
、
こ
う
し
た
活
動
は
制
圧
さ
れ
た
の
で
す
。 

 

東
西
冷
戦
下
の
一
九
七
〇
年
代
、
日
本
人
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
暴
力
革
命
を
国
内
・
外
で 

成
功
さ
せ
よ
う
と
し
た
試
み
は
、
や
が
て
消
滅
し
ま
す
。 

  

こ
う
し
た
中
、
冷
戦
終
結
後
の
平
和
を
甘
受
し
て
い
た
我
が
国
で
、
革
命
思
想
と
は
無
縁 

な
新
興
宗
教
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
科
学
毒
ガ
ス
テ
ロ
が
突
然
発
生
し
ま
し
た
。 

 

「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
が
引
き
起
こ
し
た
毒
ガ
ス
「
サ
リ
ン
」
に
よ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇
（
数
）
は
死
亡
者
数
﹈ 

 
 

一
九
九
四
年
六
月 

 
 

松
本
サ
リ
ン
事
件 

 
 
 

（
八
名
） 

 
 

一
九
九
五
年
三
月 

 
 

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件 

 
 

（
一
三
名
） 

  

の
テ
ロ
活
動
は
、
平
和
な
生
活
に
ど
っ
ぷ
り
浸つ

か
っ
て
い
た
日
本
国
民
に
と
っ
て
、
想
定

外
の
衝
撃
と
な
り
ま
し
た
。 

 

新
興
宗
教
を
背
景
に
、
し
か
も
、
高
度
な
知
識
を
必
要
と
す
る
「
サ
リ
ン
ガ
ス
」
を
独
自

に
生
成
し
た
テ
ロ
活
動
は
、
そ
の
後
、
教
祖
の
逮
捕
に
よ
っ
て
終
息
し
た
も
の
の
、
事
件
発

生
当
時
、
国
内
に
与
え
た
恐
怖
は
極
め
て
大
き
い
も
の
で
し
た
。
更
に
、
全
国
に
指
名
手
配

さ
れ
て
、
未
だ
に
行
方
が
分
か
ら
な
い
ま
ま
の
実
行
犯
も
残
っ
て
お
り
、
か
か
る
テ
ロ
活
動

が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
の
根
深
さ
を
、
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。 



 
と
も
あ
れ
、
我
が
国
で
発
生
し
た
一
連
の
テ
ロ
活
動
は
、
警
察
力
に
よ
っ
て
全
て
封
じ
込

め
ら
れ
、
自
衛
隊
が
治
安
維
持
の
正
面
に
据
え
ら
れ
る
事
態
だ
け
は
、
避
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

テ
ロ
行
為
が
犯
罪
で
あ
る
以
上
、
警
察
に
よ
る
解
決
は
当
然
だ
と
云
え
る
の
で
す
。 

  

一
方
、
海
外
で
の
テ
ロ
活
動
は
、
宗
教
対
立
、
民
族
相
克

そ
う
こ
く

を
背
景
と
し
て
、
破
壊
の
規
模

が
極
め
て
大
き
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

 

米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
で
は
、
約
三
、
〇
〇
〇
名
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
が
、
一
〇
〇
名

以
上
の
死
者
を
出
し
た
事
件
と
し
て
は
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

﹇
（
数
）
は
死
亡
者
数
﹈ 

 
 

一
九
八
七
年
十
一
月 

 
 

大
韓
航
空
機
爆
破
事
件 

 
 

（
一
一
五
名
） 

 
 

一
九
八
八
年
十
二
月 

 
 

パ
ン
ナ
ム
機
爆
破
事
件 

 
 

（
二
七
〇
名
） 

 
 

一
九
九
九
年
八
月
〜
九
月 

ロ
シ
ア
高
層
ア
パ
ー
ト
連
続
爆
破
事
件
（
三
〇
〇
名
以
上
） 

 
 

二
〇
〇
二
年
十
月 

 
 
 

バ
リ
島
爆
弾
テ
ロ
事
件 

 
 

（
二
〇
二
名
） 

 
 

二
〇
〇
二
年
十
月 

 
 
 

モ
ス
ク
ワ
劇
場
占
拠
事
件 

 

（
一
二
九
名
） 

 
 

二
〇
〇
四
年
三
月 

 
 
 

ス
ペ
イ
ン
列
車
爆
破
事
件 

 
（
一
九
一
名
） 

 
 

二
〇
〇
四
年
九
月 

 
 
 

ベ
ス
ラ
ン
学
校
占
拠
事
件 

 
（
三
八
六
名
） 

 
 

二
〇
〇
六
年
七
月 

 
 
 

ム
ン
バ
イ
列
車
爆
破
事
件 

 

（
一
九
〇
名
） 

  

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

  

痛
ま
し
い
犠
牲
者
の
多
く
が
、
巻
き
添
え
に
な
っ
た
無
辜

む

こ

（
罪
の
な
い
）
の
一
般
市
民
で

あ
る
ば
か
り
で
な
く
。
被
害
の
状
況
が
余
り
に
惨む

ご

い
為
に
、
こ
れ
ら
の
テ
ロ
行
為
が
国
際
世

論
か
ら
非
難
・
糾

弾

き
ゅ
う
だ
ん

さ
れ
る
の
は
当
然
な
の
で
す
。 

  

米
国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
激
突
す
る
航
空
機
を
操
縦
し
て
い
た

テ
ロ
リ
ス
ト
達
は
米
国
内
で
操
縦
訓
練
を
受
け
て
お
り
、
事
前
の
準
備
と
計
画
は
緻
密
で
し

た
。
実
行
犯
そ
の
も
の
は
少
人
数
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
大
掛
か
り
な
テ
ロ
攻
撃
を
準
備
・
計

画
で
き
る
の
は
国
際
テ
ロ
リ
ス
ト
の
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
が
率
い
る
「
ア
ル
カ
ー
イ

ダ
」
だ
け
で
し
た
。 

 

オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の
富
豪
「
ラ
ー
デ
ィ
ン
家
」
の
一
人
で
、

そ
の
豊
富
な
資
金
を
テ
ロ
リ
ス
ト
集
団
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
に
投
入
し
、
テ
ロ
活
動
を
主
導

し
て
き
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 



 
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
の
テ
ロ
活
動
の
原
点
は
、
一
九
七
九
年
の
旧
ソ
連
に
よ
る
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
ま
で

遡
さ
か
の
ぼ

る
と
み
ら
れ
ま
す
。 

 

ソ
連
軍
が
武
力
侵
攻
す
る
と
、
こ
れ
に
抵
抗
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
の
「
ム
ジ
ャ
ー

ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
を
支
援
す
る
為
、
周
辺
の
イ
ス
ラ
ム
教
国
か
ら
義
勇
兵
約
二
万
人
が
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
に
入
り
ま
し
た
。
当
時
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
の
支

援
を
表
明
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
サ
ウ
ジ
政
府
の
方
針
に
従
い
義
勇
兵
と
し
て
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
戦
い
ま
し
た
。 

 

冷
戦
下
で
ソ
連
と
対
決
し
て
い
た
米
国
は
、
密
か
に
「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
に
対
し

て
武
器
と
資
金
面
で
支
援
し
ま
す
。「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
と
行
動
を
と
も
に
し
た
オ
サ

マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
、
そ
の
時
点
で
は
米
国
と
良
好
な
関
係
で
し
た
。
た
だ
、
こ
の
間

に
、
共
に
戦
っ
た
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
者
か
ら
感
化
さ
れ
、
次
第
に
反
米
思
想
に
傾
斜
し
て

い
っ
た
と
云
わ
れ
ま
す
。 

 

一
九
八
九
年
、
ソ
連
軍
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
撤
退
す
る
と
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内

で
は
ソ
連
寄
り
の
「
人
民
民
主
党
政
府
」
と
、
こ
れ
に
対
抗
す
る
「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」

各
派
に
よ
る
反
政
府
勢
力
と
の
間
で
内
戦
が
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
状
況
下
で
、
サ

ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
戻
っ
た
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
は
、
湾
岸
戦
争
（
一
九
九
〇
年
八
月

〜
九
一
年
二
月
）
で
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
政
府
が
イ
ス
ラ
ム
聖
域
で
あ
る
同
国
国
内
へ
の
米
軍

駐
留
を
認
め
た
こ
と
に
反
発
し
、
湾
岸
戦
争
後
に
ス
ー
ダ
ン
に
出
国
し
た
の
で
す
。 

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
は
、
一
九
九
一
年
十
二
月
、
旧
ソ
連
が
崩
壊
す
る
と
、
ソ
連
に

頼
っ
て
い
た
「
人
民
民
主
党
政
府
」
が
一
挙
に
弱
体
化
し
、
一
九
九
二
年
三
月
、
首
都
カ
ブ

ー
ル
は
「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
の
勢
力
に
制
圧
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
後
、「
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
」
各
派
の
勢
力
争
い
で
混
乱
が
続
き
、
こ
れ
を
収
拾
す

る
目
的
で
、
一
九
九
四
年
八
月
、
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
支
援
を
受
け
て
「
タ
リ
バ
ー
ン
」
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。 

「
タ
リ
バ
ー
ン
」
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
国
内
で
、
徐
々
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
す
。 

  

一
九
九
六
年
五
月
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ィ
ン
と
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
の
主
要
メ
ン
バ

ー
が
、
再
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
潜
入
、
彼
ら
は
豊
富
な
資
金
で
「
タ
リ
バ
ー
ン
」
を
援
助

し
始
め
た
の
で
す
。 

こ
の
援
助
の
下
で
勢
力
を
拡
大
し
た
「
タ
リ
バ
ー
ン
」
は
、
同
年
九
月
、「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
・
イ
ス
ラ
ム
首
長
国
」
成
立
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
「
タ
リ
バ
ー
ン
政
権
」
が
成
立
し
た
後
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一

日
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
ま
で
の
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
に
関
連
し
た
事
件
等
の
経
緯
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。 

 



 
一
九
九
八
年
八
月
七
日 

 
 

在
ケ
ニ
ア
、
在
タ
ン
ザ
ニ
ア
米
国
大
使
館
爆
破
事
件 

 
 
 

同 

年
八
月
二
〇
日 

 

米
軍
が
巡
航
ミ
サ
イ
ル
「
ト
マ
ホ
ー
ク
」
で
「
ア
ル
カ

ー
イ
ダ
」
の
訓
練
キ
ャ
ン
プ
攻
撃 

 
 
 

同 
年
十
月
二
五
日 

 

国
連
安
保
理
決
議
第
一
二
六
七
号 

＊ 

「
タ
リ
バ
ー
ン
政
府
」
に
対
し
て
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

ー
デ
ィ
ン
と
「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
幹
部
」
の
引
渡
し
請

求
（
「
タ
リ
バ
ー
ン
政
府
」
は
拒
否
」 

 
 

二
〇
〇
〇
年
十
月
一
二
日 

 

「
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
」
に
よ
る
米
艦
「
ゴ
ー
ル
」
へ
の
自

爆
テ
ロ 

 
 
 
 

同 

年
十
二
月
一
九
日 
国
連
安
保
理
決
議
第
一
三
三
三
号 

＊ 
「
タ
リ
バ
ー
ン
政
府
」
に
対
し
て
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ

ー
デ
ィ
ン
等
の
再
度
引
き
渡
し
請
求
（
「
タ
リ
バ
ー

ン
政
府
」
は
拒
否
） 

 
 

二
〇
〇
一
年
三
月
一
二
日 

 

「
タ
リ
バ
ー
ン
」
に
よ
る
「
バ
ー
ミ
ヤ
ン
石
仏
」
爆
破 

 
 
 
 

同 

年
九
月
一
一
日 

 

米
国
同
時
多
発
テ
ロ
発
生 

 
 

 
  
 
 
 
 

 
 
 
 
 

﹇ 
 
 

第
十
七
回 

 

（
第
五
章 

 

８
／
９
） 

 
 

了 
 
 

﹈ 


